
石

油

地

質

学

概

要
珊
学
士

大

村

.

一

寂

肱

田
本
油
田
の
地
質
及
鋳
床

-

絶

詑

地
質
時
代

本
邦
に
於
で
石
油
を
産
出
L
又
は
石
油
の
兆
候
を
有
す
る
地
暦
は
'
二
三
例
外
を
除
-
外
､
琴

二
縦

倍
に
し
て
､
就
中
.
石
油
を
庚
す
る
地
層
の
全
部
並
に
兆
僕
を
有
す
る
も
の
ゝ
大
多
数
は
第
三
紀
新
暦

f̂J
考
え
ら
る

ゝ
も
の
に
威
し
て
居
る
｡
第
三
紀
古
暦
ビ
考
え
ら
る
～
も
の
～
中
に
は
僅
か
に
北
海
道
に
於
三

lt
三
兆
候
を
散
見

す
る
に
過
ぎ
L･{
い
｡
而
し
て
雛
三
配
厨
以
外
に
石
油
の
兆
樵
を
聴
兄
す
る
は
三
盛
杷
ビ
考
え
ら
る
ゝ
土
佐
陶
の
鳥
盛

石
衣
岩
中
ビ
P
北
梅
迫
旦
歯
研
並
に
石
狩
園
に

1
ヶ
所
宛
散
見
さ
る
～
白
軍
配
の
砂
岩
ビ
で
あ
る
｡
現
在
に
放
て
は

是
等
第
三
紀
以
外
の
兆
侠
地
は
石
油
工
業
に
封
し
て
盆
-
度
外
硯
さ
れ
て
居
る
.
翻
節
三
配
暦
の
地
質
時
代
の
詳
細

に
放
て
は
各
固
域
を
記
述
す
る
際
に
譲
る
｡

石
油
地
の
分
布

本
邦
石
執
地
の
分
布
の
概
略
を
牝
よ
-
述
ぶ
れ
ば
､
弗
慣
樺
太
に
於
て
は
今
日
迄
の
材
料
に
出

石
帥
他
党
串
概
要

克
弧

五
七



地

球

第
八
傘

節
凹
統

一
真

玉
入

れ
ば
西
海
岸
万
両
の
み
で
あ
る
｡
さ
れ
で

反
対

に
北
部
榔
太
に
て
は
兼
縛
岸
方
面
に
限
ら
れ
て
屠
る
や
-
で
あ
る
.

北
海
道
に
於
て
は
主
に
背
馳
山
腹
よ
-
以
西
の
地
に
蛮
-
分
布
し
､
渡
島
牛
島
に
及
ん
で
屠
る
｡
脊
鞄
山
鹿
の
兼
方

地
方
に
は
雌
か
二
ヶ
所
地
が
発
見
さ
れ
て
居
る
に
過
ぎ
ぬ
.

承
州
に
入
っ
て
は
渡
島
草
島
だ
相
封
す
る
青
森
順
の
浄

輝
牛
島
に
始
ま
り
光
れ
に
連
携
す
る
日
本
沿
岸
の
地
方
を
通
過
し
て
歌
田
に
入
っ
て
居
る
｡
歌
は
腺
に
於
で
も
青
森

僻
ビ
同

一
な
傾
向
を
保
ち
､
即
ち
日
本
源
治
岸
の
比
較
的
秋
隆
L･i
地
静
を
作

-
山
形
煤
に
逢
し
て
居
る
｡
山
形
煤
に

於
て
は
海
岸
地
方
の
み
な
ら
ず
新
庄

の
盆
地
に
も
兆
伐
が
あ
る
｡
新
温
膳
に
於
で
は
越
後
の
北
部
及
び
東
部
の
越
後

出
陳
並
に
出
御
山
鹿
に
属
す
る
方
面
､
越
後
の
面
積
に
於
て
約
三
分
の

1
を
除
き
日
蝕
の
海
岸
に
至
る
迄
の
戯
き
部

分
は
凡
て
石
的
地

t̂J
し
て
取
扱
ひ
稗
る
も
の
で
あ
る
｡
越
後
だ
山
形
嘱
ど
の
墳
碁
附
近
の
海
岸
方
面
に
は
花
崩
岩
槻

露
は
れ
､
従

っ
て
該
地
方
に
於
て
は
石
油
地
の
蓮
擬
が

-L
時
断
絶
さ
れ
て
居
る
｡
石
油
地
は
越
後
よ
-
兜
に
南
方
に

延
び
長
野
煤
に
入

り
南
は
於
本
市
附
近
､
束
は
上
悶
市
附
淀
に
達
し
頗
る
焼
き
面
積
を
占
め
て
居
る
｡
越
後
の
西
端

に
於
て
石
油
地
は
日
本
ア
ル
プ
ス
の
山
豚
に
遮
ら
れ
長
-
日
本
海

々
岸
に
抑
ふ
て
分
布
さ
れ
た

-
し
石
碑
地
も
藩
に

日
本
渦
の
沿
岸
よ
り
障
れ
て
長
野
螺
の
山
地
に
方
向
を
稗
じ
て
居
る
｡
現
在
量
､
富
山
聯
'
石
川
塀
万
両
に
は
石
油

の
兆
棟
だ
し
て
確
説
す
べ
き
も
の
が
教
見
さ
れ
て
居
な
い
｡

以
上
記
述
せ
る
石
油
地
は
北
は
邦
慣
樺
太
よ
り
南
は
長
野
煤
の
中
央
部
に
至
る
迄
､
大
槻
に
於
て
蓮
擬
し
特
殊
な

地
帯
を
構
成
し
て
屠
る
｡
而
し
て
本
石
油
地
帯
は
本
邦
に
於
け
る
最
も
茸
婁
な
る
産
油
慣
域
で
あ
る
｡

右
の
強
要
石
油
地
帯
以
外
に
石
油
の
産
出
及
び
兆
候
の
存
在
せ
る
地
方
は
北
泥
道
張
室
岡
忠
根
付
､
仝
釧
路
囲
阿

東
け倍
の
頂
上
田
近
ー
群
舵
叩煉
碓
氷
郡
磯
部
･断
･;i
附
近
､
鯛
WM州
臓
仰緒
肝
川郡
相
良
町
附
近
~
･iP根
探
仙徴
川
仙伸
粥
他州
州別
:
.



br桐
山
州膳
7+1_=
榊
郡
佐
川
及
び
奄
LgSi+･i?
で
あ
る
0
利
良
地
小〃
は
少
蒐
わ仏
が
ら
も
じ小目
-
よ
れ
ノ席
油
州か
3漬
け
て
i
E
る
0
謁
地
小〃

は
本
邦
に
放
け
る
太
平
律
沿
岸
方
面
の
唯

一
の
石
油
地
で
あ
る
｡
毒
幣
の
石
油
地
は
北
日
本

に
放
け
る
主
婁
石
油
地

帯
に
次
ぐ
蒐
要
な
る
A
?
の
に
し
て
同
島
の
中
央
部
に
在
る
高
山
地
を
険
-
四
周
の
比
較
的
低
き
部
分
に
は
極
め
て
多

数
の
兆
侠
存
在
し
､

1
個
所
の
産
油
地
を
持
っ
て
屠
る
.

以
上
の
石
油
地
分
布
の
状
態
に
就
て
､
地
質
撃
的
に
考
察
し
て
興
味
あ
る
問
題
多
き
も
小池
に
は
革
に
軍
資
の
記
載

に
止
め
て
置
-
｡

凍
邦
の
石
油
薬
指
等
及
産
額

本
邦
に
於
て
も
石
油
の
存
在
を
知
-
た
る
は
相
皆
に
育
き
が
血
-
既
に
日
本
沓
配

に
も

『
燃
ゆ
る
水
』
だ
し
て
詑
戟
さ
れ
て
ぁ
る
笠
石
ふ
.
而
し
て
小
規
模
の
装
井
探
洲
は
徳
川
時
代
の
始
め
頃
よ
り

行
は
れ
､
手
掘
法
は
明
治
の
初
期
に
は
立
派
に
凝
蓮
し
て
居
た
｡
何
れ
の
樹
に
於
で
も
同
様
な
る
が
.
石
軸
は
最
初

は
専
ら
煙
火
用
だ
し
て
利
用
さ
れ
た
る
だ
､
精
製
法
の
不
完
全
な
乃
し
閥
係
だ
よ
-
初
期
の
石
油
事
業
は
最
も
簡
単

に
燈
油
を
碍
ら
る
べ
き
方
面
に
起
業
さ
れ
た
も
の
で
あ
か
.
本
邦
に
於
で
も
金
-
同
校
で
あ
る
｡
本
邦
の
石
油
産
額

の
訳
解
の
明
白
ど
な
れ
る
は
明
治
八
年
に
し
て
其
の
年
の
産
頻
は
低
か
に
四
'
五

〇
〇
将
で
あ
る
.
そ
の
後
'
明
治

二
十
三
年
､
越
後
の
尼
粥
油
田
に
米
閉
式
の
機
械
磐
井
法
を
採
用
せ
し
迄
は
在
兼
の
手
掘
法
で
産
額
も
室
内
特
を
超

え
で
居
な
か
っ
た
｡
そ
れ
故
本
邦
の
石
油
業
は
明
治
廿
三
年
の
米
国
式
盤
井
絵
の
輸
入
の
年
を
以
て
本
邸
石
油
業
の

新
ら
し
き
紀
元
ビ
す

べ
き
で
あ
る
｡

明
治
せ

こ
年
以
前
の
産
油
は
主
だ
し
て
尼
瀬
.
頚
城
.
妙
法
寺

(
所
謂
中
央
油
瀞
方
面
)
等
に
し
て
.
就
中
'
尼

減
点
も
廉
に
し
て
日
本
石
油
食
酢
は
明
治
骨

一
年
'
此
の
地
に
創
立
さ
れ
p
米
閉
式
紫
非
法
も
初
め
て
此
の
地
に
試

石
油
地
新
邸
概
要

売
七

五
九



地

球

解
八
怨

解
四
班

克

八

六
〇

み
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
｡
兼
山
油
田
は
明
治
廿

一
年
頃
よ
-
塵
淋
し
飴
砂
漸
次
盛
大
だ
な
-
i.
明
治
廿
五
年
に
は
本

油
田
を
中
心
/̂J
L
で
蟹
田
石
油
食
酢
の
創
立
を
見
る
に
革
っ
た
｡
尼
湖
油
田
の
機
械
非
の
成
功
並
に
兼
山
沖
田
の
敏

速
等
の
薦
め
明
治
廿
六
年
に
本
邦
の
年
板
は
始
め
て
十
蔵
相
を
超
過
し
た
｡
こ
れ
に
次
で
明
治
廿
六
年
頃
よ
-
新
津

油
円
の
興
隆
､
骨
七
年
頃
よ
り
西
川
油
円
の
成
功
等
に
よ
-
て
明
治
州
五
年
に二
は
年
産
顎
育
苗
帽
を
突
破
し
た
.
以

上
の
油
EEIの
外
'
明
治
珊
年
頃
よ
-
四
十
年
頃
迄
に
越
後
に
於
て
成
功
せ
る
油
田
は
七
日
市
､
小
千
谷
､
頚
城
等
に

し
て
何
れ
も
大
漁
悶
な
ら

ざ
-
L
も
朝
敵
産
鶴
の
槍
加
に
預
か
っ
た
も
の
で
あ
る
｡
款
悶
腺
に
於
で
は
明
治
四
十

1

年
､
秋
田
市
の
郊
外
.
旭
川
村
に
始
め
て
出
油
を
見
た
｡
こ
れ
が
秋
田
櫛
に
於
け
る
最
初
の
産
柵
で
あ
る
｡
此
の
方

面
も
差
し
た
る
凝
連
を
見
ざ
Jb
L
が
､
大
垂

二
年
黒
川
油
田
の
成
功
に
由
-
秋
田
膳
も
本
邦
重
要
の
産
油
地
た
る
に

至
っ
た
｡

黒
川
に
衣
で
大
正
五
年
に
遊
川
沖
田
.
大
正
六
年
に
道
川
油
田
の
出
現
あ
-
て
款
田
螺
は

一
時
､
産
額
に

於
て
越
後
を
凌
萄
し
た
0
か
～
る
有
兼
な

ゎ
し
故
､
大
正
三
年
よ
り
仝
七
年
頃
迄
は
本
邦
に
於
け
る
最
も
産
機
の
多

き
時
代
に
し
て
就
中
大
正
四
年
は
三
'
二

八
'
〇
〇
〇
呼
に
達
し
現
在
迄
の
澱
高
の
詑
鎌
で
あ
る
｡
其
の
後
､
大
正

六
年
に
は
越
後
に
大
面
鮒
田
､
秋
田
に
は
桂
赦

'
朝
川
､
勝
手
､
内
道
川
等
の
油
田
出
現
せ
L
も
大
油
田
の
減
退
を

補
ひ
得
ず
.
大
正
四
年
以
後
'

1
進

1
退
し
っ
ゝ
結
局
は
漸
減
の
跡
を
辿
っ
て
居
る
｡
越
後
'
敢
闘
方
南
以
外
に
は

北
蒔
道
'
姦
幣
､
静
岡
等
に
産
油
地
早
-
よ
-
存
在
せ
L
も
大
勢
に
影
響
す

べ
き
得
度
で
は
な
か
っ
た
｡
然
か
れ
錐

姦
弾
､
北
面
道
は
昨
年
頃
よ
-
重
要
視
す

べ
き
確
度
に
達
し
で
雄
花
Q

大
正
十
四
年
度
の
本
邦
金
座
塀
は

一
､
八
七
六
'
0

0
0
暇
に
し
て
各
地
の
産
額
の
制
令
は
左
の
如
-
で
あ
る
〇

一打
分
比

新

.LJ･･i
Fgi

腐

九
二

1
､
O
n
)0
㌦叩

四
九

〇
∵

仲



噸

八
八
糾
t
o
o
o
喝

四
七
〇
T
Ta

濃

四
四
ー
o
o
o
曙

二
｡
四
申

姦

暫

二
六
､
〇
〇
〇
昭

一
◎
四
舛

次
に
明
治
八
年
よ
･｡
大
正
十
四
年
迄
五
十

一
年
間
の
楓
産
額
は
五

一
､
三

六
､
〇
〇
〇
曙
で
あ
る
｡

油
質
は
畳
の
僅
少
な
る
に
反
封
に
種
覇
が
頗
る
多

い
｡
づ
フ
フ
ヰ

ソ
系
の
比
重
の
陸
き
も
の
よ
♭
ア
ス
ハ
ル
ト
系

の
濃
霧
の
も
の
に
至
る
迄
'
種
々
の
階
梯
の
も
の
が
あ
る
○
然
か
し
平
均
す
れ
ば
ボ
ー
メ
二

〇
度
内
外
の
重
質
の
も

の
･J,
P
ポ
ー
メ
三

〇
度
内
外
の
喋
稀
の
も
の
と
の
二
種
に
大
別
さ
れ
'
其
の
畳
に
於
で
は
殆
ど

相
等
し
い
｡
特
殊
の

例

だ
し
て
は
敷
地
原
油
,
及
び
壷
磯
原
的
中
に
は
芳
香
族
系
の
も
の
を
混
じ
､
殊
に
姦
閣
原
油
中
に
は
頗
る
多
量
に

含
ま
れ
て
居
る
｡

-

越
後
油
田
の
地
質
及
鎖
床

A

地

質

線

紋

第
三
紀
暦
の
分
紙

越
後
石
油
地
の
第
三
紀
を
童
に

地
暦
の
性
質
及
特
徴
に
由

り
余
は
上
部
'
中
部
及
下
部

の
三
段
に
国
別
し
た
｡

上
部
暦

は
粗
菓
な
る
砂
利
も
砂
.
粘
土
よ
り
成

わ

屡
々
褐
炭
を
件
ふ
な
特
徴
1J
L
で
屠
る
｡
而
し
て
本
暦

は
局
部
的
に
膨
大
嚢
滅
推
移
頗
る
急
激
'
且
つ
屡

々
地

石
帥
地
質
率
粍
嬰

那

南

沖

l郡択杜系川梅溢暦紀三筋部上

lf.発

六

7



地

球

鱒
八
怨

節
出
訴

喜

六
二

暦
面
の
不
平
滑
U
neven
な
る
を
見
る
､
警

固
は
木
骨
系
の
最
も
喜
-
鰐
出
せ
る
中
部
越
後
の
漉
塩
川
の
河
谷
の

柱
状
断
而
な
る
が

,
本
原
糸
の
代
警

な
し
符

べ
き
も
の
で
-

○
伊
木
数
授
の
命
名
さ
れ
た
る
和
両
津
砂
暦
は
本

系
の
敢
下
部
に
普

-
坂
出
厨
は
本
系
の
中
部
即
ち
含
褐
炭
部
分
の
下
方
に
常
る
も
の
.で
あ
る
｡
西
南
部
越
後
即
ち
蟹

城
方
面
及
び
中
部
越
後
の
東
方
､
北
魚
沼
地
方
に
は
本
系
の
下
部
､
最
下
部
に
も
褐
淡

を
爽
有
し
て
居
る
｡
此
の
部

分
の
禍
泉
に
は
相
曹
良
質
の
も
の
あ
-
て
今
日
も
僻
は
稼
行
さ
れ
て
居
る
も
の
が
あ
る

｡
頚
城
方
面
に
て
は
本
義
の

上
部
に
浮
き

(
約
二

〇
〇
米
)
砂
利
厨
が
畿
達
し
で
屠
る
○
叉
北
魚
沼
に
で
は
本
系
の
中
部
以
上
,i
砂
利
暦
の
教
壇

極
め
て
著
し

い
0
伊
東
数
按
の
命
名
さ
れ
た
る
艶
倉
腎

石
は
中
部
に
潜
る
も
の
で
あ
る
｡

中
部
暦

本
厨
系
は
砂
嚢
票

石
p
次
色
質
岩
を
主
憶
だ
し
下
部
に
著
し
-
砂
岩
の
敬
達
せ
る
を
赫
徴
ビ
せ
る
も
の

白

岩

牛

ケ

首

和
田
辞

次

爪

暦

西

山
厨

松

谷

厨

･㊨ご＼ト定∴
若駆,.-洞野T,,.耶有..r:.T
ヰ這灰o色.
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国状朴l替紀三第部中近附郎th山西

で
あ
る
0

中
部
越
後
に
於
て
は
本
系
統
は
明
か
に
上

申
､
下
の
三
段
に
匿
別
さ
れ
得
る
｡
即
ち
其

の
上
部
は
淡
常
夜
色
の
胤
粒
即
ち
砂
嚢
貫
岩

中
部
は
精
々
細
粒
の
友
色
票

石
､
下
郎
は
砂

岩
著
し
-
発
達
し
衣
色
貫
岩
だ
交
互
凝
暦
し

て
居
る
も
の
で
あ
る
｡
第
二
閲
は
西
山
掛
川

地
方
の
杖
状
断
面
に
し
て
､
中
部
越
後
の
代

.

栗
駒
の
-
の
で
あ
る
〇



･上
ん鞘
の
砂
山甥
貫
目.q
h暦
は
著
し
-
砂
山賃
な
る
=
ど
あ
-
､
叉
山番
し
-
凝
衣
貿
打･b
る
:
ど
あ
-
て
地
方
に
由
-
多
少
の

差
を
示
す
-
大
髄
に
放
て
略
は

7
棟
の
特
徴
を
特
種
し
て
越
後
各
部
に
亙
-
敬
逢
し
て
屠
る
｡
余
は
本
瀞
を

白
岩
厨

9
名
を
以
て
代
表
さ
せ
た
い
t)恩
ふ
.
叉
'
木
履
は
多
数
の
貝
化
石
を
揮
っ
特
徴
を
有
L
t
夢
見

T

wrilella
玉
置

艮

P
ec
tuncul
u
s
等
は
澱
も
多
-
散
見
さ
る
､
も
の
で
あ
る
｡
次
に
本
暦
は
西
山
油
田
方
面
に
て
は
貝
化
石
'
貝
の

ナ
ツ
カ
ハ

破
片
を
多
量
に
混
ぜ
る
砂
暦
を
爽
有
す
る
こ
亡
が
あ
る
｡
此
の
暦
は
通
常

菱

川

だ
呼
ば
れ
て
居
る
｡
嘉
川
暦
は
屡
々

軟
か
き
.
同

一
系
統
の
も
の
}J
考
え
ら
る
～
質
岩
の
小
固
塊
の
多
数
を
混
入
し
て
居
る
こ
だ
が
あ
る
｡
此
の
轟
薯
は

笈
川
暦
の
下
方
に
局
部
的
の
不
盤
各
を
想
は
し
む
る
も
'
未
だ
確
薯
の
怒
跡
を
礁
見
し
な
い
｡
夏
川
暦
は
寓
化
石
､

貝
破
片
を
失
ひ
砂
又
は
砂
暦
に
屡
々
推
移
⊥
て
屠
る
｡

中
部
瀞
の
上
位
'
白
岩
静
だ
上
部
瀞
ど
の
境
界
は
中
部
越
後
の
西
山
油
田
方
面
に
明
か
な
不
整
合
的
関
係
を
発
見

す
る
外
p
他
に
は
こ
れ
を
聴
見
せ
ず
'
今
日
迄
の
材
料
に
て
は
明
か
に
漸
移
的
の
関
係
聖

不
し
て
屠
る
｡
其
の
師
事

的
の
状
態
も
上
部
の
砂
瀞
の
砂
粒
が
漸
次
帥
粗
E
LI{
･O
蓬
に
砂
栗
田
岩
に
推
移
す
る
場
合
も
あ
れ
ば
､
上
部
の
砂
暦

と
中
部
の
砂
質
貫
岩
ど
の
間
に
中
間
的
な
薄
き
砂
暦
だ
砂
質
貫
岩
の
交
互
せ
る
暦
系
を
爽
む
如
き
場
合
も
あ
る
｡
西

山
油
四
万
両
は
夏
川
暦
に
伴
ひ
不
盤
令
を
憩
は
し
む
る
串
薯
並
に
上
述
の
不
整
合

等
を
併
せ
て
考
ふ
れ
は
白
岩
膚
沈

成
常
時
の
此
の
方
面
の
海
底
の
軍
備
は
他
方
面
よ
り
多
少
の
差
異
が
あ
っ
た
も
の
ビ
考
え
ら
れ
る
｡
然
か
し
此
の
不

整
合
も
左
し
て
著
し
い
も
の
で
は
な
い
｡

中
部
暦
中
段
の
夜
色
貢
岩
は
中
部
越
後
に
放
て
は
細
粒
'
夜
色
下
部
は
環
状
質
に
し
て
糖
密
､
精
々
硬
質
"
な
ら

て
上
段
の
砂
嚢
貫
岩
ピ
珊
々
明
瞭
に
国
別
さ
る
｡
砂
栗
東
岩
ど
の
堵
堺
は
頗
る
漸
移
的
に
し
て
明
確
に
決
定
し
難
き

石
油
地
質
撰
枇
紫

三

〇
]

六
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地

球

歩
八
番

蒔
田
雛

FtO]1

六
四

を
普
通
ビ
す
れ
雅
'

時
に
は
夏
川
骨
､
砂
骨
等
あ

-
て
其
の
間
の
不
固
碑
を
想
は
し
む
る
二
だ
-
あ
る
｡
余
は
木
履

ウ
シ
ガ
ク
ビ

を
『
年

ケ

骨

』

の
名
に
由
で
代
表
さ
せ
庇
い
f̂J
瓜
ふ
.

下
段
の
砂
岩
､
貫
岩
の
交
互
せ
る
庵

系
は
伊
東
致
授
の
命
名
さ
れ
る
椎
谷
原
の
名
に
由
で
代
表
さ
れ
て
屠
る
も
の

で
あ
る
O
中
段
の
炎
色
貢
岩

f̂J.の
境
界

は

1
枚
に
は
仝
-
漸
移
的
Li
L
七
普
通
は
淡
色
貫
岩
中
に
著

-
-
砂
岩
の
現

は
れ
釆
た
れ
る
部
分
以
下
を
碓
谷
暦
だ
し
て
屠
る
｡
而
し
て
雅
各
層
中
の
薯
岩
も
炎
色
貫
岩
で
あ
る
｡
嘱
､
苗
に
違

例
ビ
す

べ
き
は
中
部
越
後
の

1
部
に
於
で
夜
色
寅
岩
の
下
郡
及
び
維
谷
原
の
上
部
に
相
普
す
る
部
分
に
嘉
川
暦
の
出

現
す
る
こ
と
で
あ
る
｡
而
し
て
不
整
令
的
現
象
を
想
は
し
む
る
如
き
貢
岩
の
固
塊
を
此
虞
に
も
磯
風

し
て
居
る
｡
此

の
匿
域
の
夏
川
暦
の
部
位
に
就
て
は
後
日
典
範
を
生
す
る
こ
と
な
ら
ん
も
'
今
日
迄
の
材
料
に
由
で
余
は
暫
-
上
述

の
如
-
決
定
し
て
置
-
｡

以
上
中
部
圏
に
踊
す
る
記
述
は
主
に
中
部
越
後
の
夫
れ
に
由

り
た
る
も
の
な
る
が
､
上
述
の
成
暦
関
係
は
越
後
金

部
に
五

･cl通
用
さ
れ
得
ず
∵
地
方
に
由

り
多
少
の
補
正
を
要
す
る
も
の
で
あ
る
｡
南
部

.及
び
西
南
部
越
後
即
ち
東
部

欝
城
地
方
に
於
て
は
砂
嚢
貰
岩
の
下
段
に
萩
色
琵
岩
無
-
直
ち
に
鼎
色
貫
岩
存
在

し
~
其
の
内
に
砂
岩
､
壁
岩
の
著

し
-
敬
達
せ
る
部
分
を
健
児
す
る
｡
此
の
方
面
の
砂
岩
貢
岩
互
暦
の
貢
岩
は
黒
色
貢
岩
に
し
て
稚
谷
の
衷
れ
の
如
-

夜
色
貫
岩
な
ら

ざ
る
も
余
は
大
鰭

に
放
て
稚
谷
に
相
骨
せ
し
む

べ
き

も
の
と
し
て
'
此
の
交
互
暦
以
上
を
中
部
暦
に

分
節
し
た
｡
即
ち
中
部
越
後
の
演
色
質
岩
は
酉
南
部
に
趣
-
に
従
っ
て
黒
色
貢
岩
に
推
移
し
た
も
の
で
あ
る
｡
そ
れ

故
地
方
に
由
で
は
其
の
中
間
の
地
骨
を
聴
見
す
る
わ
け
で
あ
る
0
次
に
鴛
城
方
面
に
て
は
砂
静
の
費
幾
が
稚
谷
暦
の

如
-
中
郡
内層
の
下
段
に
限
ざ
ら
れ
す
中
段
下
段
を
付狙
じ
各
所
に
出
没
す
る
を
以
て
､
此
の
掩
…互
瀞
あ
れ
ば
匿
も
に
推



かW
に
13州
常
す
る
と
U
の
･TJ断
じ
能
は
ざ
る
:
E
が
あ
る
O

.
反
之
も
北
部
越
後
即
ち
新
津
油
肘
方
面
は
中
部
暦
金
機
が
中
部
越
後
よ
-
以
上
に
砂
欝
に
し
て
～
牛
ケ
骨
に
相
常

す
る
k
J考
え
ら
る
ゝ
部
分
も
次
色
貫
岩
よ
-
は
審
ろ
秒
貿
貫
岩
に
近
き
縄
で
あ
る
｡
従
て
上
段
の
砂
貿
貫
岩
ど
の
押

別
は

一
層
容
易
で
な
い
0
飴
か
し
下
段
に
砂
岩
の
著
し
-
教
逮
せ
る
こ
bJ
に
は
何
等
礎
化
が
な
い
O
次
に
新
津
抽
出

軒

近
に
登
逢
せ
る
夏
川
僧
は
砂
質
菖

石
の
上
部
よ
-
次
色
吾

石
中
に
存
在
し
'
其
の
層
位
は
前
に
中
部
越
後
に
於
け

る
違
例
だ
し
て
述

べ
た
夏
川
の
層
位
だ
同
様

ĵJ
考
え
て
居
る
｡

中
部
圏
の
化
石
の
今

一
の
特
徴
は

T
h
yas.ra
を
有
す
る
こ
亡
に
し
て
就
中
､
中
段
の
次
色
常
磐
中
に
多
-
発
見

さ
れ
る
.
又
'
中
部
暦
の
貢
岩
は
砂
質
も
衣
色
も
共
に
蝕
制
作
用
に
封
す
る
抵
抗
弧
-
常
に
著
し
-
地
形
に
影
響
を

典

へ
p
調
査
に
便
な
ら
し
む
る
こ
軒
も
木
履
系
の
特
徴
の

1
つ
で
あ
る
｡

下
部
暦

本
暦
系
は
鵜
色
貫
岩
を
主
機
ど
じ
凝
次
岩
､
凝
及
貿
砂
岩
及
び
砂
岩
を
介
在
す
る
を
特
徴
だ
せ
る
も
の

で
あ
る
｡
本
居
系
は
下
部
の
地
層
L･.
る
を
以
て
露
出
完
金
な
ら
す
､
従
て
研
究
の
賠
基
場
末
だ
不
完
全
な
る
も
.
余

は
次
の
如
-
考
察
し
て
屠
る
｡

春
樹
は
錯
色
頁
岩
を
韮
鰻
だ
す
る
鮎
に
於
て
は
越
後
全
部
に
瓦
-
1
様
な
る
も
其
の
中
に
砂
岩
､
筏
次
岩
'
凝
次

色
票
砂
岩
等
の
敬
達
あ
-
p
其
の
程
度
如
何
に
由

り
地
方
的
に
特
徴
を
典
に
し
て
居
る
｡
大
鴨
に
於
て
木
犀
の
上
部

だ
は
砂
岩
､
白
色
凝
灰
岩
､
白
色
凝
次
質
砂
岩
の
磯
蓮
介
在
が
著
し
-
多

い
0
廃

れ
で
も
'
其
の
弾
圧
は

ー
様
で
な

い
｡
以

下
越
後
各
所
に
就
て
大
要
を
詑
越
し
や
う
｡
下
部
厨
を
澱
も
多
-
露
出
せ
る
は
西
部
越
後
即
ち
酋
繋
地
郡
方

.面
だ
北
部
越
後
即
ち
新
津
油
田
並
に
北
蒲
原
､
岩
酔
郡
方
面
}J
で
あ

る
.
然
か
も
北
部
越
後
に
て
は
基
底
を
露
出
し

石
油
州
質
串
概
要

F
iO
S

六
五



地

琉

参

入
各

節
四
淡

雪
四

六
六

て
屠
る
｡
其
の
基
底
の
状
態
を
見
る
に
花
岡
岩
顛
又
は
童
重
層
の
上
に
基
底
蟹
岩
が
あ
る
｡
壁
岩
は

1
枚
に
薄
き
も

時
に

1
0
0
米
に
達
し
で
居
る
こ
守
も
あ
る
｡
響

晋

り
直
!小
黒
色
雷

石
に
移
る
所
あ
れ
.'二

期
に
由
で
は
響

君

島
色
貫
岩
k
Jの
間
に
純
色
凝
磐

石
が
凝
達
し
で
居
る
O
新
津
油
附
の
北
方
に
で
は
基
底
壁
暑
中
に

Trhyasira
等
の

貝
化
石
を
度
し
､
其
の
上
方
の
故
色
凝
衣
岩
中
に
は

C
onptomi
A等
の
植
物
化
石
を
持
っ
て
居
る
｡
此
の
植
物
化
石

は
構
両
博
士
t

K
ry
shtofov
ich
氏
等
に
依

り
申
新
期
の
も
の
だ
鑑
定
さ
れ
て
あ
る
｡
黒
色
貢
岩
の
部
分
は
完
全
に

知
る
を
鮮
ざ
る
も
P
上
方
に
は
白
色
凝
衣
栗
栖
岩
登
達
介
在
L
Y
下
部
の
大
部
分
に
は
介
在
は
多
-
な
い
.
上
部
の

砂
岩
の
敬
達
せ
る
部
分
の
厚
さ
は
不
明
で
あ
る
｡
下
方
の
介
在
の
少
な
き
部
分
は
少
な
-
ど
も

一
､
五

〇
〇
米
は
あ

る
｡
西
部
越
後
に
於
て
は
本
暦
の
露
出
は
約
二
七
五

〇
〇
米
に
達
し
も
上
方
二
､
〇
〇
〇
米
に
は
砂
岩
凝
衣
質
砂
岩
娩

聴
蓮
介
在
L
t
以
下
の
五

〇
〇
米
に
は
頗
る
厚
き
砂
岩
が
著
し
-
敬
達
介
在
し
て
特
徴
あ
る
暦
系
を
作
っ
て
居
る
.

西
山
油
化
方
面
に
於
て
は
露
出
少
甘
き
も
.
坑
井
の
状
況
等
よ
-
考
察
す
る
に
上
方
約

二

〇
〇
〇
米
位
迄
は
白
色

の
凝
次
質
砂
岩
瓶
が
頻
繁
に
介
在
し
て
居
る
｡
西
南
部
越
後
に
於
て
も
西
山
油
田
地
方
だ
同
様
上
部
に
白
色
の
凝
次

岩
凝
次
貿
砂
岩
等
が
頻
繁
に
介
在
し
て
居
る
も
'
何
程
迄
登
壇
せ
る
か
は
明
瞭
に
な
っ
て
屠
な
い
.
中
部
越
後
に
で

も
兼
山
柵
他
地
方
に
於
て
は
今
日
迄
の
材
料
に
で
は
少
L･4
-
だ
･0
本
暦
の
上
部
に
は
砂
岩
数
の
敏
速
介
在

は
多
-
堤

い
ビ
考
え
ら
れ
て
居
る
0

下
部
暦
は
征
衣
伊
東
致
接
が
命
名
さ
れ
た
蟹
地
層
な
る
名
種
に
由
で
代
表
さ
れ
て
屠
る
｡
飴
か
れ
維
'
木
骨
系
も

詳
細
.i
調
査
す
れ
ば
部
分
的
に
種
々
の
特
徴
あ
れ
ば
､
今
日
は

1
っ
の
名
柄
の
下
に
呼
ぶ
こ
と
は
困
難
で
あ
ら
う
k)

息
ふ
｡
そ
れ
故
､
今
後
は
際
城
暦
な
る
名
種
は
下
部
酢
の
上
方
に
皆
て
白
色
の
疑
次
貿
砂
岩
租
の
頻
繁
に
介
在
せ
る

部
分
.の
み
か
】指
節
-し
た
い
t}恩
ふ
0


